
8月24日(土)は
夏まつり駐車場として
ご利用できます。

17時30分頃から、各町内（中町、横町、上之
町・片町、下之町）において、4両の山車を引き
廻します。19時頃、ラピオ南側に勢揃いし、宵
祭最大の見せ場である引き別れの「どんてん」
が披露されます。

※無くなり次第終了となります。
※整理券制となる場合があります。詳しくはイベント　
　ホームページをご確認ください。

▲ホームページ
※混雑防止のため時間指定のチケットを販売します。
　景品等数に限りがありますので、チケットは
　おひとり様につき３枚までの販売となります。
ゲームにより、景品がなくなり次第終了となりますので
　あらかじめご了承ください。

問合先 市民病院（☎ 76‐４１３１）

◆患者サービスの向上を目指して
　近年の労働人口の減少に伴い、医療の世界
では効率的な患者サービスの提供が求められ
ています。それに伴う取組の一環として、院
外処方率の向上が挙げられます。
　院外処方とは、病院で処方された院外処方
せんにより病院外の調剤薬局やドラッグストア
で薬を受け取ることであり、院外処方率の向
上は業務効率化と経営改善、患者へのメリット
にもなります。

◆業務効率化と経営改善
　院外処方率の向上により、調剤に必要な人
員を病棟業務、外来化学療法センター業務な
ど、他の患者サービスに向けることが可能と
なり、業務が効率化されます。
　また、調剤にかかるコストが削減され、経
営改善につながります。

◆院外処方の患者へのメリット
１．待ち時間の短縮
　薬を受け取る薬局を選ぶことができるた
め、自宅の近くの薬局などで受け取ることも
でき、病院で長時間、薬を待つ必要がなくな
ります。
　また、病院外の薬局では、調剤がより迅速
に行われるため、待ち時間の短縮が期待でき
ます。
２．薬の選択肢が広がる
　病院では選ぶことができない、処方された
薬と同一成分の先発医薬品、ジェネリック医薬
品への変更の相談ができます。
３．相互作用、重複投与の回避
　薬局では複数の医療機関から処方された薬
を把握できるため、相互作用や重複投与の危
険を避けることができます。

～小牧市民病院より～

健康通信
院外処方率向上の重要性

４．十分な説明が受けられる
　薬剤師からの服薬指導が受けられ、また薬
の相談ができるため、薬の正しい服用や副作
用の防止に役立ちます。これにより、薬の適
切な使用につながり、治療効果が高まること
が期待できます。

◆まとめ
　院外処方率の向上は病院の業務効率化、経
営改善に加えて、患者へのメリットにもなりま
す。外来受診の際は院外処方を選択していた
だくよう、ご協力をお願いします。
　医療の質の向上と経営改善、患者の利便性
を両立させるために、私たち小牧市民病院は
積極的に取り組んでいきます。
　何かご不明な点やご相談がありましたら、
お気軽にお問い合わせください。

薬局次長 宇都宮　純平

▲病院ホームページ ▲診療科ホームページ
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